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あらまし 筆者らがこれまで提案した携帯端末を用いた動きによる認証手法の評価を行った．提案手法では，

携帯端末の動きを３次元加速度センサによって検出し，�	マッチングを用いて認証判定を行う．認証判定時

に用いるパラメータは被験者の過去の認証動作から自動設定・更新する．�� 人の被験者に同一の認証動作を毎

日１ヶ月継続する実験と，�� 人の被験者がその各動作の成りすましを試みる実験を通して，提案手法の経年

変化・成りすましに対する耐性，そして，認証に適切な動作について調べた．その結果，加速度のダイナミッ

クレンジが大きな，良好な動作を登録することで，
��を �
 未満にすることが可能であるということが確

かめられた．
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� はじめに

筆者らのグループでは，これまで携帯端末の動きに

よる個人認証手法を提案し，評価を行ってきた ,�- ,�-

,�-．携帯端末における個人認証は，端末上の個人情

報保護や端末を用いた ��コマースの普及により非常

に重要になってきており，手軽かつ堅牢な認証手法が

求められている．提案手法では，携帯端末に内蔵され

た � 次元加速度センサにより動きを検出し，端末を

空中で動かすだけの簡便な操作で個人認証を可能とし

ている．

筆者らは，これまで � 名の動作登録者と �� 名の成

りすまし被験者による実験で，提案手法の有効性を確

認しているが，被験者数が十分ではなかった．また，

提案手法に適した認証用動作の解析も不十分であった．

本論文では，個人の経年変化に対する実験，成りすま

しへの耐性に関する実験，それぞれについて被験者数



を ��名と ��名に増やし，提案手法の有効性および，

提案手法に適した認証用動作の性質について再検討

する．

以下，� 章で提案手法の特徴，認証処理の詳細につ

いて述べる．� 章で評価実験とその結果，考察につい

て述べる．最後，� 章でまとめとする．

� 携帯端末の動きによる認証

��� 特徴

提案手法では，ユーザが自分のサインや絵、記号な

ど適当な動作パターンに基づいて携帯端末を空中で動

かし，その動きを利用して個人認証を行う．携帯端末

自体の動きを個人認証に利用しているため，パスワー

ドのように，携帯端末の小さなボタンを押す細かい操

作が必要なくなる．また，パスワードはその記号列が

本人以外のユーザに知られてしまった場合，容易に成

りすましができる．パスワードの代わりに指紋認証が

搭載されている携帯端末 ,�- もあるが，指紋は容易

に搾取でき，成りすましも可能であることが報告され

ている ,�-．そのため，指紋データの登録に心理的抵

抗を持つユーザがいるという欠点を持つが，本手法で

は，動きを登録することに対して，ユーザの持つ抵抗

感は少ない．また，本人以外のユーザに動作パターン

を知られてしまったとしても，その再現が難しく，不

正利用される心配がない．不正利用者が登録した認証

動作を知らないのならば，他人がその端末を不正利用

することはさらに困難となる．

提案手法では，端末自体の個人認証だけでなく，携

帯端末を鍵の代わりとして使用する方法も考えられ

る．例えば，ドアの近くで認証動作を行うとドアが開

くというような，従来の物理的な鍵の代わりとしての

使用方法が考えられる．このことにより，物理的な鍵

の紛失や持ち運びから解放される．

��� 認証処理

ユーザの認証動作は端末内蔵の �次元加速度センサ

により検出する．ユーザがあらかじめ，端末に登録し

た認証動作（以下，マスタデータとする）と認証時に

測定した動作（以下，照合データとする）を�	マッ

チングを用いて照合し，認証判定を行う．

以下，加速度のサンプリングから認証判定にいたる

までの照合手順を �"�"�章で，認証判定時に用いるパ

ラメータの自動設定・更新手法については �"�"�章で

示す．

����	 照合手順

�" 加速度のサンプリング

携帯端末に内蔵された � 次元加速度センサによ

り，ユーザの認証動作の計測を行う．サンプリ

ングは，端末にあるボタンの押下により開始さ

れる．

�" 認証動作区間の検出

加速度データのサンプリングを開始してから，

ユーザが意図して認証動作を行っている部分を

検出する．ボタン押下後の静止状態から加速度

が急激に変化した時を認証動作開始とし，動作

開始後，一定区間加速度の変化が少なかった時

点で認証動作の終了時刻を決定する．

�" 加速度の正規化

文字を書く速度が気分や体調によって変化する

のと同様に，同じ認証動作を行うときの加速度

も操作のたびに微妙に変化する．このような変

化によって認証判定に影響が及ぶのを防ぐため，

加速度の絶対値の最大値が � になるように加速

度の正規化を行い，ユーザの気分や体調の違い

によって生じる加速度の変化にも耐えられるよ

うにした．
�" データ長の正規化

データ間距離算出の前処理として，マスタデー

タと照合データのサンプル数を等しくする必要

がある．そこで，自然 �次スプライン補間を用

いて，データ長を正規化する．

�" 認証判定

認証判定は，マスタデータと照合データの �	

マッチング距離間によって判定する．�	マッチ

ングの距離尺度には加速度のベクトル間ユーク

リッド距離を用いる．� ) � ) � の各軸について

データ間距離（��，��，�� とする）を算出し，

データ長 � で正規化したものを最終的なデー

タ間距離 � にする（式 	）．データ間距離が閾

値以下であれば，認証成功とし，それ以上のと

きは認証失敗とする．マスタデータ，閾値の設

定方法については �"�"� 章で示す．
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����� 認証判定パラメータの自動設定

ユーザの認証動作は，ユーザが意図していなくて

も，そのときの気分や経年変化などにより，毎回微妙

な変化を起こす．そのため，認証判定時に用いるマス

タデータ・閾値をその変化に合わせるようにしてユー

ザ毎，そして，認証時毎に更新していく必要がある．

そこで，本手法では認証動作登録時以外は，過去の認

証成功した動作データからマスタデータ・閾値を自動

設定・更新する．

�" 初期マスタデータの決定

認証動作登録時における初期マスタデータを決

定するために，ユーザは同じ認証動作を � 回入

力する．ここで，計測した動作データは「有効

動作履歴」としてシステムに保持される．保持

した各動作データ（� . �� �� � � �� � ）と他の動

作データ（� . �� �� � � � � � 2 � �. �）同士の �	

マッチング距離の二乗和を求め，この値を最小

にするデータをマスタデータ
�

��+ とする．

�" 無効動作の除去

有効動作履歴中にはなんらかの形で認証動作に

失敗したり，または，外乱の影響を大きく受け

てしまった場合の動作が含まれていることが考

えられる．このような動作は認証判定に悪影響

を及ぼす可能性があり，有効動作履歴から除去

する．まず，有効動作履歴中の各動作データと

マスタデータとの �	 マッチング距離 �� を求

め，これらの中央値を �� とおく．�� 	 
��

となる動作データ �� を無効動作とし，有効動

作履歴から削除する．
 は 
 	 � となる定数で

ある．

�" 初期閾値の決定

�"�"� �．で求めた �� の平均値 � と，�� の標

準偏差 
 を求め，� / �
 を �� に対する閾値

とする．� （� 	 �） は閾値制御のためのパラ

メータである．

�" マスタデータと閾値の自動更新

有効動作履歴の更新を行った後，�"�"� �．，�"�"�

�．に従ってマスタデータ，閾値の更新を行う．

有効動作履歴の更新は， 認証に成功した動作

データを有効動作履歴に追加登録し，このとき，

登録されているデータ数が有効動作履歴最大数

���& を超える場合は，履歴中の最も古い動作

データを削除することによって更新を行う．

表 �2 解析専用 	3 の仕様
3	4 	������ � �"��567

��8 ���89

:; ������� <	 	��!��������

� 評価実験

加速度センサが内臓された実験専用端末を用いて，

本人の動作追跡実験と成りすまし実験を行い，提案手

法の認証性能，ならびに認証に適した動作について調

べた．

��� 実験環境

実験環境は，実験端末と解析専用 	3 をシリアル

ケーブルでつなげ，認証時，加速度データが随時 	3

に送信される仕組みになっている．そのため，実験端

末は加速度データ取得のみに使われ，データの解析は

すべて 	3 で行っている．データ解析専用 	3 の仕

様を 表 	に示し，実験専用端末の概観，仕様をそれ

ぞれ 図 	，表 �に示す．

データ測定は無風の室内で行い，各被験者に立って，

静止した状態で認証動作を行ってもらった．また，ノ

イズの影響を抑えるため，認証動作を行う際は，実験

端末と解析 	3 をつなげるシリアルケーブルが他のも

のと当たらないよう各被験者に注意するよう伝えた．

なお，無効動作除去で使う定数 
 は ��� とし，閾値

制御用パラメータ � は ��� に設定した．有効動作履

歴最大数 ���& は �� に設定した．

図 �2 実験端末

表 �2 実験端末仕様

サイズ：�� & � & �"���

重量： =�"� %

加速度検出軸数： �軸

加速度検出範囲：

��～�5（重力測定不可）

サンプリングレート：

��� 67



��� 実験方法


���	 動作の登録

被験者が提案手法に早く馴染むことができるよう

に，認証動作は，筆記で書き慣れた自分の名前を空中

で描く動作のみにした．具体的には，自分の苗字もし

くは下の名前を，漢字もしくは平仮名で空中で描く

パターンである．また，被験者には自分の名前を空中

で書いているイメージで動作を行うようにしてもらっ

た．動作の長さに関しては特に制限を設けなかった．

被験者は全員右利きである．


���� 本人の認証動作の追跡実験

本人の認証動作を追跡するための実験を行った．被

験者 �� 人にシステムに認証動作を登録してもらい，

�日に � 回，週 �日の頻度で �ヶ月間その動作を行っ

てもらった．動作の初期登録時，初期マスタデータ・

閾値を決定する必要がある．そのため，被験者に十分

に（各被験者 �� 回以上）動作の練習を行ってもらっ

てから，データ初期登録のために �� 回動作を行って

もらった．なお，初期登録時を含め，動作のデータ測

定時は認証判定の成否，�	マッチング距離のフィー

ドバックを被験者に与えていない．


���
 成りすまし実験

成りすましに対する耐性を調べるための実験を行っ

た．�� 人の被験者に前述の �� 人の本人動作登録者

のうち � 人分の動作を真似してもらった．成りすま

しを行う被験者には，それぞれの動作で空中でどんな

字を描いているのかを紙面で見せ，さらに成りすまし

対象の動作が正面から映っているビデオを数回，被験

者が納得するまで見せた．被験者がビデオを見て，あ

る程度自分で成りすましが可能と判断した直後に，成

りすましの動作を各動作に対して � 回ずつ行っても

らった．

��� 実験結果

これ以降，�"�"�章に従って，マスタデータ・閾値を

更新したデータを用いた場合，そのデータを更新版と

呼び，逆に更新させなかったときは非更新版と呼ぶ．

表 
 に全被験者の更新・非更新版の実験開始後 �

日間と実験終了前の � 日間における 
��（
���� ���

+������ ����：本人拒否率）を示す．さらに，実験期

間を通じての更新・非更新版の 
��と 
��（
����
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図 �2 更新版 
��の変化

���������� ����：他人許容率），各軸における加速

度の標準偏差，ダイナミックレンジ，そして認証動作

を行ったときの実験端末の動かし方を示した．更新版

の 
��)
�� は，� ヶ月間の各被験者の動作測定値

をもとにマスタデータの閾値を計算し，更新が行われ

た場合のこれらの値にもとづいて認証の成否を判定す

ることにより計算したものである．
��を除いた被

験者の実験結果から求めた．

図 � ，図 
は，それぞれ実験の最初 �日間と最後 �

日間において，各被験者の非更新版と更新版の 
��

変化を示す．図 � の非更新版グラフを見ると，認証

判定に初期マスタデータ・閾値を使い続けるため，ほ

ぼ被験者全員の 
�� が悪化していることがわかる．

これに対し，図 
で示す更新版は，一部を除き，被

験者に 
�� の改善が見られた．また，図 �は，実験

の最初の � 日間のみに着目したときの更新版と非更

新版の 
��の違いを示している．最初 � 日間の学習

だけでも，
�� が減少していることがわかる．

図 �は被験者の初期マスタデータの長さと認証精

度（
��・
��）を示したものである．
��，
��

はともに動作データの長さに関係なく変動しており，

今回測定した範囲では，両者に相関は見られない．

図 
 では，更新版・非更新版の 
�� の違いを示



表 �2 全被験者実験解析結果
   FRR [NonUpdate]       FRR [Update] FRR FRR FAR FAR Standard Debiation Dynamic Range Way of

First 3days Last 3days First 3days Last 3daysNonUpdate Update NonUpdate Update x y z x y z Movement

User1 0.44 0.66 0.22 0.11 0.57 0.09 0.03 0 0.87 0.47 1.70 6.41 3.55 7.88 arm

User2 0 0.11 0.11 0.11 0.05 0.10 0 0.02 1.49 0.40 1.09 7.90 2.06 6.93 arm

User3 0 0.22 0 0 0.13 0.00 0 0 1.05 0.37 1.36 6.79 2.29 7.33 arm

User4 0.44 0.44 0.22 0.11 0.43 0.10 0 0 1.33 0.65 1.33 7.53 3.56 7.33 arm

User5 0 0 0 0 0.00 0.04 0.45 0.25 0.75 0.20 0.60 4.28 1.20 3.59 wrist

User6 0 0 0 0 0.00 0.00 0.32 0.04 0.78 0.25 0.96 4.98 1.55 5.49 wrist

User7 0 0 0 0 0.00 0.00 1 0.17 0.66 0.18 0.73 3.55 1.01 3.87 arm

User8 0.22 0.55 0.22 0.33 0.39 0.17 0 0.05 1.08 0.43 1.18 6.17 2.57 6.74 arm

User9 0 0.22 0 0.22 0.08 0.04 1.14 0.56 1.51 6.98 3.55 7.64 arm

User10 0.66 0 0.11 0 0.00 0.00 1.14 0.42 1.29 6.80 2.23 7.36 arm

User11 0 0 0 0 0.00 0.00 1.34 0.45 1.51 7.60 2.60 7.74 wrist

Average 0.16 0.2 0.08 0.08 0.15 0.05 0.23 0.07 1.06 0.40 1.20 6.27 2.38 6.54
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図 �2 最初の � 日間における 
��の変化

す．更新版のデータを用いることによって，被験者 �

人中， = 人に改善が見られた．特に，初期の 
��が

大きかった 4;>��)=)? に学習効果が顕著に見られる

（表 
）．この �人の被験者は，更新の有無にかかわ

らず 
��.� であり（表 
），本人認証はできるが，

実験結果より 
��が 高いことから成りすましも容

易にできるという特徴を持っている．また，�人の被

験者に共通する事項として，加速度の標準偏差，ダイ

ナミックレンジが低いことが挙げられる．つまり，こ

れらの被験者の認証動作は速度変化が少なく，全般的

にゆっくりとした動作である．図 � に，被験者毎の

&)')7軸のうち，ダイナミックレンジが最大となる値

と更新版の 
�� を示す．図 � からわかるように，ダ

イナミックレンジが小さいと 
��の値が大きくなり，

成りすましがしやすくなる．特に，ダイナミックレン

ジが小さい被験者のうちの � 人は端末を手首で動か

している（ 表 
 より，4;>� �)= ）ことから，手首

だけの操作だと動きが緩慢になる傾向があると推測さ

れる．図 �同様，図 � にダイナミックレンジの最大

値と 
�� の関係を示す．両者の相関は実験結果から
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図 �2 初期マスタデータの長さと認証精度

は見られない．

��� 考察

マスタデータ・閾値の更新を行うことによって，被

験者 � 人中 = 人が 
�� �
 以下で，うち � 名は �


未満 � の認証精度を得ることができた．残る被験者

� 人については，アップデート後も 
�� が高かった．

その原因として，認証動作が緩慢であったことが挙げ

られる．成りすましが困難な動作とは，実験結果から

ダイナミックレンジが大きくなるような動作であると

いえる．加速度センサの � 軸のうち，人間の体に対

して前後の方向（図，表中の @ 軸）の加速度の変化

は小さかった．加速度のダイナミックレンジが小さい

場合に 
�� が高くなることを考慮すると，この方向

の加速度測定は必ずしも必要ではないことが推測され

る．従って，より安価な � 軸加速度センサを用いて

も同様の認証精度が得られると期待できる．
�今回の実験では．一つの成りすまし対象の動作に対して，��

人の被験者が � 回ずつ動作を行ったため，��� �� 以下の精度は
得ることができない．そのため， ��� �� であった被験者に関し
ては， ��� は �� 未満を意味する．
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図 =2 更新・非更新版 
��

被験者の中には，マスタデータ・閾値のアップデー

トによって 
�� の結果が悪化している者もいる．今

回の測定では，被験者に認証の成否および �	 マッチ

ング距離をフィードバックしていないために起きた可

能性も考えられる．被験者になんらかのフィードバッ

クを与えた場合，被験者は動作を改善するよう意識し

て動作を行うようになり，
�� が改善される可能性

がある．今後，フィードバックがあった場合の学習効

果についても調べる必要がある．

今回の成りすましの実験では，成りすましを行う被

験者に真似をする動作パターンを紙面で見せ，さらに

その動作のビデオを被験者が納得するまで見てから

成りすましを行ってもらった．実際の利用環境を想定

した場合，動作パターンは見ただけでは何を書いてい

るのかを判断するのが難しく，さらに，他人の動作を

じっくり見る機会も少ないと考える．このような成り

すましを行う側に極めて有利な実験条件を鑑みると，

今回得られた � 人の被験者の �
 未満という 
��は

実用的な範囲にあるとみなしてよいと考える．

� まとめ

筆者らがこれまで提案してきた携帯端末の動きによ

る認証手法の最評価を行った．�ヶ月間の本人による

動作追跡実験とその動作から成りすましを行う実験に

おいて被験者数を増やし，認証精度，適切な認証動作

について検討した．

提案手法で用いている認証判定パラメータの自動設

定・更新により，
��，
��ともに減少し，自動設

定・更新手法に学習効果があったことが確認できた．

また，ダイナミックレンジが大きくなるような，良

好なマスタデータを用いた場合，
�� を ��
 以下，


�� を �
 未満とできることが確認できた．今後は，

フィードバックを与えた場合の学習効果について検討
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図 ?2 ダイナミックレンジの最大値と更新版 
��
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図 �2 ダイナミックレンジの最大値と更新版 
��

していく．

参考文献

,�- 太田) 行方) 石原) 水野2 携帯端末の動きを用いた

個人認証 �認証判定パラメータの自動設定�情処学

会 3;; ���� 論文集) A��"����) B� ��) ��"?CD��

0�������1"

,�- 8" :���) >" B���E���) ;" F�������) #" 8�7���2

GF��������� �������������� !�� 	���� �� ���

����� ����% 8����� 
�������H) �� ����" �!

F384����) ��"���D��� 0������1"

,�- 行方) 太田) 石原) 水野2 加速度センサ搭載腕時

計型端末を用いた腕の動きによる個人認証) 情処

学会) 研究報告" 6F) ���"����) B�"C�) ��"��D�=

0�����C1"

,�- �

������������������
�������
�������

,�- 遠藤) 平林) 松本2 指紋照合装置は人工指を受

け入れるか 0その �1) 情処学会研究報告．�	;)

A��"���) B�"���) ��"C��= 0����1"

,=- �

�������������������������
�������	�



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


